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研究成果の概要（和文）：競合する相互作用を有するフラストレート磁性体で出現するZ2渦や対称的スカーミオ
ンなどのトポロジー安定なナノスケールのスピンテクスチャが示す新奇な磁気秩序相や輸送現象を理論実験の緊
密な協力により探査した。これまで間接的検証に留まっていたZ2渦に対して、初めて直接的な実験的証拠を得た
他、自由Z2渦が発散的なスピン伝導を伴うことを理論的に明らかにした。対称的スカーミオンに関しても、結晶
反転心を有する金属磁性体を舞台に中性子散乱・ホール測定によりその存在の実験的証拠を見出した他、理論的
には積層3角格子上の金属系で出現するスカーミオン格子状態は「レプリカ対称性の破れ」を伴っている可能性
を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Frustration-induced topologically-stable nanoscale spin textures in magnets 
such as Z2 vortex and symmetric skyrmion are investigated via close collaboration between theory and
 experiment. Emphasis is put on their novel magnetically-ordered phases and transport properties. 
Concerning the Z2 vortex, although its existence has remained elusive experimentally for years, we 
find its first direct experimental evidence by means of quasi-elastic neutron scattering and 
polarized neutron scattering measurements. We also find theoretically that the free Z2 vortex 
effectively carries the spin density, leading to the diverging spin conductivity. Concerning the "
right-left" symmetric skrmion, we find the experimental evidence of its existence in certain 
centrosymmetric metallic magnets by means of neutron-scattering and Hall measurements. An intriguing
 possibility of skyrmion-lattice state in metallic magnets exhibiting an exotic phenomenon of "
replica symmetry breaking" is also found.

研究分野：物性物理学における磁性分野

キーワード： スピンテクスチャ　フラストレーション　トポロジー　Z2渦　スカーミオン　カイラリティ　多重Q秩序
　磁性
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究のターゲットであるフラストレーション誘起のスピンテクスチャは、トポロジーやフラストレーション
等、現在磁性分野にとどまらずより広範な物理学や化学、生命科学分野で重要視されている概念に立脚したテー
マであり、その理解はこれら周辺諸分野に対しても大きな学術的意義と波及効果を持つ。また本研究の成果であ
る自由Z2渦の示す発散的スピン伝導や対称的スカーミオンが内包する豊富な電磁応答の発見は、将来のスピント
ロニクス応用への途を開く可能性を有する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

固体・凝縮系の内部に、種々の原因によりナノスケールの構造体 ― テクスチャ ― が形成さ
れることがある。特に磁性体の場合、この種の構造体は、スピンの集団が形成するナノスケール
の非自明な空間構造 ― スピンテクスチャ ― になっている。このようなスピンテクスチャに
はトポロジー的な安定性が期待されることもあり、その性質の探査・解明は、基礎学理面とスピ
ントロニクス等への応用面との双方から、既に本研究開始当初において大きな注目を集めてお
り、特に“スカーミオン”に関する研究が活発化していた。 

磁性体におけるナノスケールのスピンテクスチャの成因は一般的には多様であるが、例えば
スカーミオンの安定化機構としては、反転心を持たない結晶で出現
する反対称的なジャロシンスキ‐守谷（DM）型の相互作用が想定さ
れていた。本申請の独自な点は、スカーミオンを始めとするスピン
テクスチャ形成の全く別のルートとして、磁気的相互作用の競合 ― 
所謂「フラストレーション」― を提案し、スカーミオンのみなら
ず、例えば研究代表者（川村）が過去理論的に提唱した Z2渦（右図）
といったより一般的なフラストレーション誘起のスピンテクスチャ
も合わせて対象として取り上げたことが上げられよう。フラストレ
ーション起源のスピンテクスチャは対称的な交換相互作用のみで安
定化されるので、対称心を持つ結晶固体において可能となる。研究
代表者は、本申請に先立つ平成１９～２３年度に実施された特定領
域研究「フラストレーションが創る新しい物性」の領域代表を務め
フラストレーション研究の発展に貢献したが、その成果およびそこ
を舞台に培われた理論と実験の協働体制が、本研究計画のベースと
なった。 
 
２．研究の目的 

本研究は、フラストレート磁性体特有のスピンテクスチャである対称的スカーミオンと Z2 渦
に着目し、中性子散乱、X 線散乱、ホール測定などの各種輸送測定を含む近年の実験手法の進展
も最大限活用し、理論と実験の緊密な連携による研究を格段に進展させることを目的に設定さ
れた。本申請がターゲットとするフラストレーション由来の“対称的”スピンテクスチャは、ジ
ャロシンスキ‐守谷相互作用を起源とする従来型の“反対称的”スピンテクスチャに比して、右・
左の対称性を保持するという点において決定的な差がある（カイラル縮重）。右・左の自由度を
表す物理量として「カイラリティ」が知られているが、本研究でターゲットとするスピンテクス
チャにおいても、その非自明なスピンの空間構造に伴ってカイラリティ自由度が出現、重要な役
割を果たす。とりわけ、カイラル縮重したスピンテクスチャの右構造と左構造は、同一のエネル
ギーを保持しつつ、互いに逆向きの電磁応答に導くと期待される。例えばフラストレーション誘
起の対称的スカーミオンの場合に
は、カイラル縮重の結果、スカーミオ
ンと並んで反スカーミオンも可能に
なり（右図）、互いに逆向きのホール
効果を示すことが期待される。この
ように、フラストレーション誘起の
スピンテクスチャにおいては、その
縮退したカイラル自由度を起源とし
て、トポロジカルホール効果を始めとする多彩な電磁応答が期待され、応用上も興味深い。 
 本研究では、多彩なフラストレーション誘起のスピンテクスチャから、対称的スカーミオンと
Z2 渦を主要なターゲットに、さらにはスカーミオンの 3 次元版とも見なせるヘッジホッグや各
種の多重 Q 秩序等をも対象に、カイラリティ自由度に伴う豊富な自由度が織り成す新奇な相構
造やダイナミクス・輸送現象を、理論と実験の密接な連携によって明らかにすることを目指し
た。具体的には、これまで多くの傍証が報告されているにも拘らず直接的な実験的証拠が報告さ
れるに至っていなかった Z2渦に対して、より直接的な実験的証拠を見出すこと、また Z2渦が示
す新規な諸性質、とりわけ過去研究が進んでいなかった輸送性質を探査することを目標とした。
また、スカーミオンに対しては、フラストレーション誘起の対称的スカーミオンの諸性質を、過
去研究が進められてきた DM 誘起の反対称的なスカーミオンと対比させつつ理論的に明らかにす
るとともに、実験面では応募時においては反転心のない結晶を舞台に DM 相互作用で誘起される
反対称的なものに限られていたスカーミオンを、新たに反転心のある結晶を舞台にフラストレ
ーションで誘起される対称的なものとして実現し、その諸性質を探査することを目指した。 
 
３．研究の方法 

理論面では、モンテカルロシミュレーションやスピンダイナミクス・シミュレーション等の計
算機シミュレーションを主要な手段とする。実験面では、磁気測定、熱測定に加え、中性子散



乱、X 線散乱、ホール測定などの輸送測定、ESR 等を、試料作成および高磁場発生等の関連
実験と協力しつつ推進する。 
 
４．研究成果 

以下では、本研究課題による研究成果を、1) Z2渦、2) 対称的スカーミオン、3) その他のスピ
ンテクスチャ、の 3 つに分けて説明する。 
 
１）Z2渦 

Z2 渦は、古く 1984 年に研究代表者によってフラストレートした 2 次元ハイゼンベルグ磁性
体に対し理論的に予言されたものであるが[H. Kawamura and S. Miyashita, JPSJ 53, 4138 
(1984)]、その実験的な検証に関しては長らく間接的なものに留まり、直接的検出まで至ってい
なかった。本研究の第一の目標は、長年の課題であった Z2渦なかんずく自由 Z2 渦を実験的に直
接検出することであった。今回、中性子実験と理論との密接な協力を通し、長らくの課題であっ
た Z2渦の直接的な実験的検出に世界で初めて成功したので、まず、この成果について報告する。
該当の中性子散乱実験は２つあり、一つは 3 角格子反強磁性体 NaCrO2 の粉末試料を対象とし
た J-PARC DNA における高エネルギー分解能の準弾性散乱測定、もう 1 つは 3 角格子磁性体
NiGa2S4の単結晶を対象とした 米国 NIST MACS における偏極中性子散乱測定である。 
 
中性子準弾性散乱による Z2渦の直接検出 

Z2 渦転移温度 T=TV は、渦対の解離に伴う、孤立した自由 Z2 渦の出現によって特徴づけられ
る。先行する理論シミュレーションにより明らかにされたように、Z2 渦転移に伴って出現し拡
散的運動を行う自由 Z2 渦は、T=TV 直上ではそのトポロジカル安定性に起因した極めて長い寿
命を保ち、中性子準弾性散乱測定ではゼロエネルギー近傍の極めてω幅の狭い鋭いセントラル
ピークとして観測されると期待される。NaCrO2は低温まで長距離磁気秩序を示さない 2 次元磁
性体で、過去の熱・磁気測定、NMR・ミュオン測定から T=TV ~25-30K で Z2渦転移を示すこと
が示唆されていた。J-PARC での中性子準弾性散乱測定で
は、この温度付近で、先行研究により理論的に見積もられ
た幅~0.01J（J :交換相互作用）程度のω=0 周りのシャー
プなセントラクピークの探索を試みた。DNA 分光器は世
界最高レベルのω分解能を有しており、我々の目的に対し
ては、世界的にも最適な分光器である。実験は、分担者・
富安の開発した作成法をベースに分担者・高阪の作成した
粉末試料に対し富安、松浦らによって行われた。測定の結
果 、 理 論 見 積 も り よ り さ ら に 幅 の 狭 い （ 幅 ～
0.01meV~0.001J）極めてシャープなセントラクピーク
（L1ピーク）が TV ~ 25K 付近から出現し、TVよりやや
高い温度（~37K）で散乱強度が最大となり、さらに昇温す
ると急速に消失していくことが見出された。Tv~25K 前後
のいくつかの温度での散乱強度のω依存性を右上図に、L1ピ
ーク強度の温度依存性を右下図に示す。このようにシャープ
な準弾性散乱ピークが中間温度領域（25~45K）のみで出現
するのは極めて異例で、非常に長寿命な低エネルギー励起
が Tv より高温側で出現、成長し、より高温で消失していく
ことを明瞭に示しており、自由 Z2 渦が初めて直接捉えられたものと考えられる。実験では、合
わせて、幅 0.01J 程度とやや幅の広い、しかし依然として相当にシャープな準弾性散乱ピーク
（L2ピーク）も、より広い温度域で観測されたが（右下図）、これは理論でも重要な役割を果た
す Z2 渦対に対応していると考えられる。理論描像との一致は概ね満足すべきものであるが、実
験で捉えられた最も幅狭のピーク幅 ~0.001J は、理論値 ~0.01J よりさらに一桁狭い。この差
異に鑑み、PD・水田、分担者・青山、代表者・川村は先行研究に比してω分解能を 20 倍上げた
大規模シミュレーションを急遽新たに実施し、実験値に近い幅 ~0.001J の Z2渦起源のセントラ
クピークの存在を確認することが出来た。このように、実験、理論間の密接な協力の下、世界初
の自由 Z2渦の直接検証という顕著な成果に結び付けることが出来た。 
 
偏極中性子散乱による Z2 渦に伴うスピン状態異方性の検出 

他方、NaCrO2 よりさらに 2 次元性が良い絶縁磁性体 NiGa2S4 単結
晶に対し、分担者・南部らによって米国 NIST で行われた偏極中性子散
乱測定においては、スピン状態異方性という新たな量を偏極中性子の利
点を活用し測定した。NiGa2S4 においては、先行研究から T=TV~8.5K
で Z2渦転移が起きている可能性が指摘されていた。TV以下でも磁気長
距離秩序は示さず、スピンはマイクロ秒からミリ秒のスケールで極めて
ゆっくりと揺らいだ特異な状態にある。今回の中性子測定の結果、意外
なことに、スピン状態の異方性が 8.5K 近傍で増強され、そこから昇温
しても降温してもまた抑制されることが判明した（右上図）。通常のエ



ネルギー的な磁気異方性によるものであれば、熱揺らぎが抑制される低温に向けスピン状態異
方性は単調に増大するはずであるが、今回観測された異方性は全く性格が異なっている。実は、
ベクトルカイラリティが成す渦である自由 Z2 渦は、その構造に由来した大きなスピン状態異方
性を内包している。前ページ右下図は対応するモデル系に対し、青山・川村により行われた理論
シミュレーションによるスピン状態異方性であるが、Z2 渦転移温度において顕著なスピン状態
異方性の増強が観測されている。シミュレーションでは人為的に Z2 渦自体の出現を抑制するこ
とも可能である。その場合 Z2 渦転移は消失し、スピン状態異方性の増強も観測されない。この
事実は、実験で観測されたスピン状態異方性の TV 近傍での増強が Z2 渦に依ることを強く示唆
する。 
 
Z2渦転移に伴うスピン伝導度の発散の発見 

トポロジカル安定なテクスチャとしての Z2 渦のダイナミクスとりわけその輸送性質には、基
礎学理面からも応用面からも興味が持たれる。青山・川村は、Z2 渦転移を持つ 3 角格子ハイゼ
ンベルグモデルに対し、スピン伝導のスピンダイナミクス・シミ
ュレーションを行い、Z2転移温度 TVにおいてスピン伝導度が発
散的異常を示すことを見出した（右図）。Z2転移温度 TVは、長寿
命の自由 Z2 渦により支配される温度域で、この結果は、自由 Z2

渦が極めて有効にスピン密度（磁化）を運ぶ能力を有することを
示しており、将来的なスピントロニクス応用に向けても重要にな
る可能性がある。 
 
２）対称的スカーミオン 

対称的スカーミオンに関しては、実験的には金属系に重点を置いた研究を展開し、特
に最近接磁気サイトの中点が結晶の反転心になっていて DM 相互作用が禁止されている
タイプの、高い結晶対称性を持つ金属磁性体に着目した。具体的には、いずれも希土類
を磁性イオンとする積層 3 角格子金属磁性体、EuCuSb と RGa2(R=Nd, Pd, Ce)である。そ
の結果、磁場中でのトポロジカルホール効果の観測に成功、特に RGa2 系に関しては磁場
中中性子散乱実験によってスカーミオン格子相に対応すると思われる triple-Q 状態の
観測に成功した。以下では、それぞれの系について詳述する。 

 
金属磁性体RGa2(R=Nd,Pd,Ce)における対称的スカーミオン相 

南部らは、高い結晶対称性を持ちDM相互作用が無視できるよう
な希土類金属磁性体RGa2を対象とした実験研究を展開した。テ
トラアーク炉により高品質単結晶を合成、帯磁率測定、ホール
測定、中性子散乱測定を進め、特にNdGa2に対して、c軸方向の
磁場印加の場合に40-50kOeの磁場領域で磁場中秩序相が出現す
ることを同定した（上図）。ホール測定では、この磁場中秩序相
を横切る際に付加的な異常成分が観測され（下左図）、かつ極め
て興味深いことに、異常成分の符号がrunによ
って互いに逆になっている。また、米国 Oak 
Ridge WAND2 において最近リモートで実施
された磁場中中性子散乱測定から、磁場中秩
序相において高次反射を伴うtriple-q の磁
気散乱が観測された（下右図）。この結果は、
磁場中磁気秩序相がスカーミオン格子相であ
ることを強く示唆するものである。また、対応
する異常ホール効果の符号がrunによって正負
が反転するという結果は、相転移に伴う自発的対称の破れに伴いスカーミオン格子と反
スカーミオン格子のそれぞれが形成されていることを強く示唆する。対称的スカーミオ
ンを実現した世界初の実験として、本研究を代表する重要な成果の一つと位置付けてい
る。 
 
半金属磁性体EuCuSbにおけるトポロジカル相 

協力者・高橋と分担者・石渡は、DM相互作用が抑制された半金属磁性体EuCuSbに着目
し、大型単結晶試料を合成、帯磁率や
輸送測定に基づいて磁気相図を決定
した（次ページ右図）。また、南部ら
と共同で、オーストラリアANSTOの
ECHIDNAで中性子粉末回折実験を、J-
PARCのSENJUで単結晶中性子回折を
行い、ゼロ磁場での磁気構造を定め
た。非自明なトポロジカル相の出現
が磁場中で期待されるところである



が、実際、磁場中ではトポロジカルホール効果と思われる非自明な異常ホール効果の観
測に成功した（図中色プロット）。他方、磁場印加方向によって相の性格が若干異なっ
ている可能性もあり、各相の完全な同定には至っていない。今後、さらに中性子散乱測
定やX線散乱測定を行い、スピン構造を確定させる予定である。 

 
2次元および3次元金属磁性体のスカーミオン格子の数値シミュレーション 

本研究で対称的スカーミオン格子を見出した上述のRGa2やEuCuSbは金属磁性体であり、局
在した希土類イオン間の磁気的相互作用は伝導電子により媒介されるRKKY長距離相互
作用である。金属磁性体でのスカ-ミオン格子が、近距離相互作用で特徴づけられる絶縁
体磁性体のそれと、どう類似し、どう異なるのかは大変
興味深い。この問いに答えるべく、PD光元と川村は、RKKY
長距離相互作用を持つ2次元3角格子および3次元積層3
角格子上の磁場中ハイゼンベルグモデルの大規模数値
シミュレーションを行い、その相構造を定めた。その結
果、2次元では、スカーミオン格子相とZ相を含む近距離
相互作用モデルと類似した相図が得られた。3次元にお
いても、スカーミオン格子は有限温度・有限磁場で安定
化されるものの、相の性格は実は2次元あるいは近距離
相互作用系のものとは相当異なっており、所謂「レプリカ対称性の破れ(RSB)」を伴って
いること、またZ相は出現しないこと等が明らかになった（右図）。特にRSBの出現は全
く予想外のものであった。これは実験的にはスカーミオン格子状態が全く対称性の異な
る磁気らせん状態と巨視的に共存することを意味しており、今後のさらなる展開に途を
開く発見と考える。 
 
3次元絶縁物磁性体のスカーミオン格子の数値シミュレーション 

上記EuCuSbやRGa2も含めた現実の磁性体では、面間相互作用が無視できない場合も多
い。長村・青山・光元・川村は、絶縁磁性体を想定し、最近接の面間相互作用を持つ3次
元積層3角格子系に対する数値シミュレーションを、面間相互作用が強磁性的および反
強磁性的双方の場合について行い、有限の面間相互作用の下でもスカーミオン格子状態
が安定相として存在することを確認した。他方、面間相互作用が強磁性的か反強磁性的
かでスカーミオン格子面の積層パターンが異なるといった新たな知見も得た。 
 
３）その他のスピンテクスチャ 
3次元立方晶ペロブスカイト磁性体SrFeO3における多様な 
トポロジカル相の発見 

Z2渦やスカーミオンは2次元的なスピンテクスチャであるが、
例えばヘッジホッグ等、3次元系でもスピンテクスチャは可能で
あり、非自明なトポロジカル相が存在し得る。石渡らは、DM相互
作用を持たない3次元金属フラストレート磁性体である立方晶ペ
ロブスカイトSrFeO3の磁気秩序に着目し、中性子散乱によりその
磁気構造を定め、有限磁場のみならずゼロ磁場でも多彩な多重Q
秩序相が発現することを見出した（右上図）。相I、IIでトポロジ
カルホール効果が観測され、それぞれdouble-Q、quadruple-Q状態
と同定された。特に4つの磁気らせんの重ね合わせから成る相II
は、ヘッジホッグ／反ヘッジホッグ格子状態になっている（右下
図）。さらには、混晶系Sr1-xLaxFeO3の磁気相図も定め、豊富な磁
気・電荷秩序相の様相を明らかにした。 
 
3次元ブリージングパイロクロア格子におけるヘッジホッグ格子 

スカーミオン格子相の3次元版に相当するスピンテクスチャとして、“ヘッジホッグ”格子があ
るが、青山・川村は、３次元ブリージングパイロクロア格子反強磁性体において、適当な条件下
でフラストレーションによりヘッジホッグ格子が磁場中で安定化されることを数値シミュレー
ションにより明らかにした。 
 
2次元ハニカム格子における無限重Qスピンテクスチャ 

ハニカム格子は 3 角格子と同様の 3 回対称性を持ち、次近接以
降の相互作用の下ではフラストレーションを持ち、新奇な多重 Q
秩序も期待される。下川・川村は、次近接相互作用の強さを系統
的に変えつつ数値シミュレーションにより系の相図を求め、特に
磁場中でメロン／反メロン格子相を含む多様な多重 Q 秩序相を
見出した。とりわけ反強磁性相との相境界近傍の磁場下におい
て、無限重 Q 状態とも言うべき新奇「波紋（ripple）」状態（右図）を見出した。 
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ランダムネスの誘起する二次元 3He における量子スピン液体

 １．発表者名



2019年

2018年

2018年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会第74回年次大会

東京大学物性研究所中性子セミナー

第28回日本MRS年次大会（招待講演）

The 17th Japan-Korea Meeting on Neutron Science（招待講演）（国際学会）

南部雄亮

南部雄亮

Y. Nambu

 ２．発表標題

 ２．発表標題

水田耀ピエール、川村光

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

磁性体における偏極中性子散乱研究 －定常炉・核破砕炉の相補利用を見据えて

中性子を用いたスピンダイナミクスの研究

Helicity of magnon modes in YIG
 ２．発表標題

渦度を制御した3角格子反強磁性ハイゼンベルクモデルのZ2渦のシミュレーション

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会第74回年次大会（招待講演）

2018年度量子ビームサイエンスフェスタ

 ３．学会等名

 ３．学会等名

南部雄亮、鈴木謙介、岡部博孝、幸田章宏、門野良典

Y. Nambu

南部雄亮、岡研吾、越智正之

南部雄亮

53rd REIMEI International Workshop “New excitations in spintronics”（招待講演）（国際学会）

日本物理学会第74回年次大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

ミュオンで視た鉄系梯子型物質およびMajumdar-Ghosh系物質の動的磁性

Role of magnon mode helicity in the spin current

複合アニオン化ペロブスカイトPb3Fe2O5F2における結晶場変化によるスピンフロップ

量子ビームを用いたスピンの時空間相関の研究

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2018年度量子ビームサイエンスフェスタ

The 12th International Conference on Research in High Magnetic Fields（国際学会）

南部雄亮、川本陽、沖野夕貴、藤田全基、加倉井和久

T. Tahara, T. Kida, Y. Narumi, H. Nakamura and M. Hagiwara

Yasuo Narumi, Tetsuya Nakamura, Hidekazu Ikeno, Noriki Terada, Takayuki Morioka, Kota Saito, Hideaki Kitazawa, Koichi Kindo,
and Hiroyuki Nojiri

K. Sato, Y. Narumi, T. Kida, Y. Nambu, and M. Hagiwara

The 12th International Conference on Research in High Magnetic Fields（国際学会）

The 16th International Conference on Megagauss Magnetic Field Generation and Related Topics（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

マグノンモードヘリシティがスピン流に与える影響

High-field physical properties of BaVS3 under high pressure

Anomalous Valence States of Fe and Cu in CuFeO2 investigated by means of Soft X-ray Magnetic Circular Dichroism Measurements
under Pulsed High Magnetic Fields

Multiple Measurements on the Triangular-Lattice Antiferromagnet NiGa2S4 in Pulsed High-Magnetic-Fileds

 １．発表者名



2018年

2018年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 16th International Conference on Megagauss Magnetic Field Generation and Related Topics（国際学会）

The 13th International Conference on Synchrotron Radiation Instrumentation（招待講演）（国際学会）

日本物理学会第74回年次大会

日本物理学会第74回年次大会

Tetsuya Nakamura , Yasuo Narumi, Hiromasa Yasumura, Yoshinori Kotani, Kentaro Toyoki, David Billington, Toko Hirono, Koichi
Kindo, Satoshi Hirosawa, and Hiroyuki Nojiri

松山友樹, 楠佳也, 土田稜, 野口悟, 鳴海康雄, 萩原政幸

石井裕人, 吉田紘行, 小田研, 鳴海康雄, 萩原政幸, 松田康弘

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Y. Narumi and M. Hagiwara

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Soft X-ray studies of magnetic materials under high magnetic fields

パルス強磁場と断熱消磁法による極低温下での磁化計測システムの開発

S=3/2ブリージングカゴメ格子反強磁性体Li2Cr3SbO8の超強磁場磁化過程
 ２．発表標題

Non-Destructive Pulsed High Magnetic Field Generation by means of a Flux Compression

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会第74回年次大会

日本物理学会第74回年次大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

鳴海康雄, 佐藤和樹, 南部雄亮, 川本陽, 水戸陵人, 赤木暢, 萩原政幸

水戸陵人, 赤木暢, 木村健太A, 鳴海康雄, 木村剛, 萩原政幸

佐藤和樹, 鳴海康雄, 澤田裕也, 山下智史, 中澤康浩, 和氣剛, 中村裕之, 萩原政幸

田原大夢, 木田孝則, 鳴海康雄, 竹内徹也, 中村裕之, 萩原政幸

日本物理学会第74回年次大会

日本物理学会第74回年次大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

三角格子磁性体NiGa2S4のパルス強磁場ESR

正四角台塔系Pb(TiO)Cu4(PO4)4の強磁場ESR

ダイアモンド格子磁性体MnSc2S4の強磁場磁化過程

BaVS3におけるメタ磁性転移の圧力依存性

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

強磁場コラボラトリにおける物性研究の現状と展望

日本物理学会2018年秋季大会

鳴海康雄，常深文夫，木田孝則，岡本陸，掛谷一弘，萩原政幸

鈴木哲平, 斎藤佑, 原茂生, 櫻井敬博, 大久保晋, 太田仁, 赤木暢, 鳴海康雄, 萩原政幸, 吉田紘行

楠佳也, 土田稜, 松山友樹, 野口悟, 鳴海康雄, 萩原政幸, 金道浩一

澤田祐也, 野本哲也, 奥谷顕, 赤木暢, 鳴海康雄, Kittiwit Matan, 萩原政幸

日本物理学会2018年秋季大会

日本物理学会2018年秋季大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

パルス強磁場下I-V測定技術の開発と高温超伝導研究への応用

S=1/2カゴメ格子反強磁性体Ca-kapellasiteの圧力下の磁性

パルス強磁場、断熱消磁法による極低温下での磁化計測開発

ヘリカルハニカム反強磁性体α-Cu2V2O7の強磁場磁化およびESR測定

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会2018年秋季大会

日本物理学会2018年秋季大会

日本物理学会 2018年秋季大会

日本物理学会 第74回年次大会

鳴海康雄，萩原政幸

青山和司、川村光

青山和司、川村光

 ２．発表標題

 ２．発表標題

幸塚祐哉, 宍戸寛明, 田原大夢, 鳴海康雄, 木田孝則, 萩原政幸, 戸川欣彦

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

非破壊パルス強磁場磁束濃縮法II

2次元古典ハイゼンベルグ反強磁性体のスピン伝導・熱伝導

2次元正方格子反強磁性体における相転移とスピン伝導
 ２．発表標題

分子線エピタキシー法によるSmB6/SrB6人工超格子薄膜の作製と評価

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会2018年秋季大会

日本物理学会2018年秋季大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

岡田竜一, 渡辺忠孝, 富安啓輔

Kazushi Aoyama and Hikaru Kawamura

富安啓輔, 石橋広記, Sanghyun Lee, 萩原雅人, 鳥居周輝, 神山崇

富安啓輔, 野村拓司, 小林義彦, 古府麻衣子, 河村聖子

9th International Conference on Highly Frustrated Magnetism (HFM 2018)（国際学会）

日本物理学会2018年秋季大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

コバルト酸化物LaCoO3とLa(Co0.99Ni0.01)O3の弾性異常

Effects of local lattice distortions on the spin ordering in Heisenberg antiferromagnets on breathing pyrochlore lattices

超高分解能粉末中性子回折によるスピネルFeCr2O4の磁気構造研究

中性子非弾性散乱と理論計算の融合によるLaCoO3の研究

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会2018年秋季大会

J-Physics International Workshop 2018（招待講演）（国際学会）

上田大貴，田中良和, 若林裕助, 木村剛

Yusuke Kousaka

Yusuke Kousaka

Y. Kousaka, K. Ohishi, K. Kakurai, V. Hutanu, J. Campo, S. Ohara, T. Matsumura, J. Suzuki, K. Inoue, J. Akimitsu

International Symposium on Chiral Magnetism (χ-mag 2018)（招待講演）（国際学会）

the 6th International Conference on Superconductivity and Magnetism (ICSM 2018)（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

マルチフェロイック(Ba,Sr)3Co2Fe24O41における円偏光共鳴回折

Homo-chiral crystallization and helimagnetic chirality in inorganic chiral magnetic compounds

Enantiopure crystal growth and helimagnetic chirality in inorganic chiral magnetic materials

Polarized Neutron Diffraction Studies in Inorganic Chiral Magnetic Compounds

 １．発表者名



2017年

2018年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Junjiro Kanamori Memorial International Symposium-New Horizon of Magnetism-”（招待講演）

TMS-EPiQS - 2nd alliance workshop: Topological magnets and topological superconductors,（招待講演）

日本物理学会2017年秋季大会

日本物理学会2017年秋季大会

Hikaru Kawamura

下川統久朗、川村光

上松和樹、川村光:

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Hikaru Kawamura,

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

“Novel order, topological excitations and spin textures”

“J1-J2 古典ハニカム格子ハイゼンベルグ反強磁性体に現れる多重q秩序状態”

“パイロクロア格子上の量子ハイゼンベルグ反強磁性体におけるランダムネスの効果”
 ２．発表標題

“Quantum spin liquid induced by frustration and randomness ”

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会第72回年次大会

日本物理学会第72回年次大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

上松和樹、川村光

青山和司、川村光

川村光

新田竣祐、川村光

日本物理学会2017年秋季大会

兵庫県立大学フロンティア機能物質創製センターシンポジウム（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

“ランダムを有するs =1/2 パイロクロア格子ハイゼンベルグ反強磁性体における低温量子磁気状態”

“ブリージングパイロクロア反強磁体における局所格子歪みと磁場効果”

“フラストレーションが創るスピンテクスチャ”

“ランダム磁気異方性を持つ3次元ハイゼンベルグスピングラスにおけるレプリカ対称性の破れ”

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2017年

2017年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会第72回年次大会

International workshop Frontiers in Strongly Correlated Electron System（招待講演）（国際学会）

幸城秀彦、川村光

鳴海康雄

佐藤和樹, 鳴海康雄, 小濱芳允, 南部雄亮, 金道浩一, 萩原政幸

佐藤和樹, 鳴海康雄, 小濱芳允, 南部雄亮, 金道浩一, 萩原政幸

強磁場研究会「強磁場コラボラトリーが拓く未踏計測領域への挑戦と物質・材料科学の最先端」

日本物理学会第73回年次大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

“強-反強磁性相互作用を持つs=1/2 3角格子ランダムハイゼンベルグモデルにおけるランダムシングレット状態とスピングラス状態”

先端強磁場計測とスカーミオン格子の探索

三角格子反強磁性体NiGa2S4 のパルス強磁場下熱測定

三角格子反強磁性体NiGa2S4におけるパルス強磁場下磁気熱量効果測定

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 14th International Conference on Muon Spin Rotation, Relaxation and Resonance（国際学会）

28th International Conference on Low Temperature Physics（国際学会）

日本物理学会　2017年秋季大会

第7回CSJ化学フェスタ2017（招待講演）

Y. Nambu, K.M. Suzuki, S. Imaizumi, K. Hashizume, T. Aoyama, Y. Imai, and K. Ohgushi

南部雄亮、鈴木謙介、羽合孝文、長尾道弘、横尾哲也、伊藤晋一、岡部博孝、幸田章宏、門野良典、今泉聖司、橋詰和樹、青山拓也、今井
良宗、大串研也

南部雄亮

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Y. Nambu, K.M. Suzuki, H. Okabe, A. Koda, R. Kadono, S. Imaizumi, K. Hashizume, T. Aoyama, Y. Imai, and K. Ohgushi

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Dynamical magnetism in the iron-based ladder compound BaFe2Se3 through multi-probe techniques

中性子とミュオンでみた鉄系梯子型物質BaFe2Se3の動的磁性

複合アニオン研究に中性子が貢献できること
 ２．発表標題

Magnetic dynamics in the iron-based ladder compound BaFe2Se3

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2018年

2018年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2017年度量子ビームサイエンスフェスタ（招待講演）

第133回金属材料研究所講演会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

南部雄亮、大河原学、池田陽一、鈴木謙介、藤田全基

南部雄亮

Y. Nambu

南部雄亮

日本磁気学会第215回研究会/第61回化合物新磁性材料専門研究会（招待講演）

Reimei/GP-Spin/ICC-IMR International Workshop “New Excitations in Spintronics”（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

研究用原子炉JRR-3の粉末回折計HERMESの現状と結晶・磁気構造解析

中性子を用いた複合アニオン化合物の磁性研究

Magnetic excitations in YIG: Neutron scattering study

カイラル磁性絶縁体Cu2OSeO3における磁気スキルミオンの中性子小角散乱

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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2018年

2018年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本中性子科学会第17回年会

Kick-off Symposium for World Leading Research Centers -Materials Science and Spintronics-（国際学会）

南部雄亮、大河原学、池田陽一、鈴木謙介、藤田全基

Y. Nambu, M. Ohkawara, Y. Ikeda, K.M. Suzuki, and M. Fujita

南部雄亮

富安啓輔, 伊藤菜緒子, 岡崎竜二, 高橋佑生, 岩佐和晃, 野島勉, 青山拓也, 石原純夫, 大串研也

2017年度量子ビームサイエンスフェスタ
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